岩手医科大医学部医学科の小論文のテーマは，以下のようになっています。
・2008「森岡健一『生命観を問いなおす』からの抜粋を読んで，「環境破壊と人間」というテーマで，あなたの思うところを述べなさい。」

・2009「将棋面誠『無医村に花は微笑む』からの抜粋を読んで，地域医療に関するあなたの考えを述べなさい。」

・2010「勝又健一『医療崩壊の真実』からの抜粋を読んで，コミュニケーションということについてあなたの思うところを述べなさい。」
・2011「徳永進『こんなときどうする？―臨床のなかの問い』からの抜粋「解剖実習が教えること」と題する以下の文章を読み，あなたの考えを述べなさい。」
　時間は，50分で600字です。

　過去3ヵ年の傾向に変化はなく，「理想とする本来の医療とは何か」が主に問われています。
　さて，皆様，お待ちかねの本年度のテーマですが，
「以下の抜粋を読んで，「インフォームド・コンセント」の考えを日本に取り入れることについて，あなたの思うところを述べなさい。」（50分600字）

ということにしました。

　すばらしい答案を期待しています。

（課題文）

　私の見解によれば，医療訴訟が１９７０年代以降にいたって噴出した主たる要因は，人間疎外的な医療システム状況のうちにある。牧歌的な信頼関係モデルにおいてならば，”インフォームド・コンセント”なるものはまさに語られることなく確保されている。制度化・システム化し没個性化した現代医療関係においては，いままで語られることなく，しかし限られた領域ではあるがある程度確保されていた”インフォームド・コンセント”を明示的に語り，意識してこれを確保しなければならない，と多くの人が感じるようになったのである。別言すれば，”インフォームド・コンセント”は，現代医療システムのもとで失われつつある信頼関係モデルに代位するものとして登場したのである。いま述べたことで，なぜ７０年代アメリカでは６０年代から開始された公民権運動がベトナム反戦運動へと連動していきながら，「人権」意識がかつてあい規模で広げられていった。医療訴訟は，患者の「人権」闘争にほかならなかったのである。”インフォームド・コンセント”は，こうした「人権」闘争の一つの結実なのであった。

[受講申し込み方法]
・入塾金：無料
・受講費：３，０００円（税込み）
１　　お申込み
別紙に，模試添削希望，郵便番号，住所，氏名，電話番号等をなるべく詳しく明記して，現金書留に「添削料金３，０００円」と「原稿用紙に書いた解答」を送付してください。
２　　領収書
　領収証は、確認メールや各種郵送物の不着等が発生した場合の予防策として、受講終了時まで御手元に保管いただきますようお願い致します。
３　　添削の返却
　　　可及的速やかに返却しています。受信日当日を目標に返却しています。
 (注意） いったん納入された受講料等はいかなる理由があってもお返しできませんのでご注意ください。
